
Towards the NATUREVERSE 

PASONA GROUP VISION 2030 
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既にご案内のとおり、我々は現在、大阪・関西万博に「PASONA NATUREVERSE」というパビリオンを
出展しております。この出展は、我々が今後進むべき道ともいうべき、非常に重要な意味を持つパビリオンで
あります。お陰様で７月8日には来場者数が100万人を突破いたしました。
10月13日の会期終了までには200万人達成も視野に入っています。
また、来場企業様の数は1,200社。7月14日時点で報道数3,800件となっており、これを報道効果で
試算すると27億円超となっております。
先ほど申し上げました「NATURESEVERSE」の実現を、これから打ち出していくための象徴的な存在で
あると認識しております。
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今後の重要課題・マテリアリティについては、外部環境の変化を踏まえてステークホルダーの方々にとっての
重要度、パソナグループにとっての重要度の両面から評価して設定をしております。
上場企業として当然のことではありますが、これまで以上にステークホルダーの方々の期待に応えられる存在、
賛同を得られる存在にならなければいけないと思っております。
ステークホルダーには、株主の皆様はもちろんですが、我々の従業員、パソナグループでお仕事をしている方々、
クライアントの方々、そして行政、地域社会、金融機関の方々、ありとあらゆるステークホルダーの方々の期待に
いかに応えていくか、これが使命であると強く肝に銘じている次第であります。

4







➀
➁
➂

次に、一番のポイントと思っておりますが、財務目標と重点戦略についてお話をさせていただきます。
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重点戦略といたしましては、➀BPOソリューションの高付加価値化、
➁地方創生・観光ソリューションの深化、そして➂新産業の創造でございます。
2030年5月期の財務目標として、売上高4,000億、経常利益率5%、ROE8%以上、
PBR1倍超ということを目標として掲げております。
これが十分に、世間一般的に高い目標であるとは思っておりません。
我々はベネフィット・ワンの株式売却について様々な検討を行い、今後のパソナグループの50年を見据えた
観点で良かったと認識しておりますが、一方で売却によって連結営業利益が減少するなどしております。
また足もとでは先行投資の部分もありますので、そのあたりも考慮して検討に検討を重ねて、
この度、目標を出させていただいたものです。
不退転の覚悟で、業績の復活を目指して取り組んでまいる所存であります。
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いま概略を申し上げましたが、足もとでは地方創生のビジネスにおいて、既に投資計画等もございます。
そのあたりを踏まえ財務目標として、いったんのゴールとしては2030年５月期にROE８%以上、
PBR１倍超を達成しなければと考えております。
また、ファウンダーの南部が良く言っておりましたが、ベストセラーであることはもちろん大事なのですが、
ロングセラーカンパニーとして持続的な成⾧を目指してまいりたいと考えている次第です。
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ROE向上につきましては、利益率の改善、売上成⾧、それから投資効率の向上を中心にやってまいりたい
と思っております。株主還元は、先ほども話をさせていただきましたが、特別配当の実施、配当方針を
見直し、また現在も進行中ですが、自己株式の取得を行っています。こういった株主還元をきっちり
行っていきたいと思います。
上場会社として、当然のことながら投資家の方々にとって、投資妙味のある会社でなければいけない
ということは肝に銘じている次第です。また事業成⾧戦略の開示をすることは当然ながら、いま世の中で
求められているESG情報の開示も拡充します。そして株主の皆様との対話の実効性も向上してまいりたい
と考えている次第です。
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財務目標の達成に向けて、当然のことながら売上は拡大させなければいけないですが、コストコントロールが
重要な課題であると考えております。売上高に占める全社コストの割合については、先行投資している
部分等々もありますので、ご指摘をいただくこともありますが、きちんと見直していきたいと思っています。
いまは、最大で4.7％にまでなっている売上高に対する全社コストの割合を、2030年に3.5%以下に
しなければならないと考えております。
そのために、ホールディングコスト、管理体制を強化して、新たに経営管理総本部を創設します。
グループコストは、シェアード機能の拡充、DXの推進によってコスト削減を図りたい。
インキュベーションコストは、新規プロジェクトを早期事業化することでコストコントロールを図っていきたいと
思います。また、投資、純投資についても、今後は細かくウォッチしていきたいと考えております。
関係会社全般についても、個社、例えば淡路島での個別の施設についても同様の考えを持っております。
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➀

• M&A
• GXAI

X TECH BPO
• AI
•

→ P.42 DX

BPOソリューションの高付加価値化でございます。「NATUREVERSE」の実現ということは、
冒頭に申し上げましたが、やはりこのBPOソリューションは成⾧させなければなりません。
クロステックBPOの進化と専門分野の拡大を目指してまいりたいと思っています。
2030年５月期には売上高1,700億円、売上総利益率24%を目指してまいります。
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➀

BPOソリューションの高付加価値化にあたり、プロフェッショナルBPOサービス、デジタルテクノロジーを使った
サービスを突き進めていきます。我々はかなり多岐に渡ったBPOを展開しているのが特徴であります。
例えばパソナ日本総務部というパナソニックホールディングスとの合弁の会社があります。
こちらは総務BPOです。これまで比較的進んでいなかった領域の総務のBPOを推進しております。
またパナソニックIPマネジメントとの合弁ですけれども、パソナナレッジパートナーという会社もあります。
ここは知財BPOの領域です。このBPOの分野を掘り下げて、関係会社で数多く手がけておりますので、
色んなBPOサービスの高付加価値化を進めながら展開していくのが、強いパソナグループを作るためには
不可欠でありますので、継続して注力してまいりたいと考えている次第です。
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現状、先行投資をしている部分もかなりありますので、営業赤字となっておりますが、
収益を当然黒字化させて、2030年５月期の戦略目標として、売上200億円、営業利益率10％の
営業利益20億円にもっていかねばならないと考えております。
色んな施策がありますが、日本特有の良さは幅広く世界に知られておりますので、インバウンドの誘致を含めて、
それに伴うインフラの充実等々、根本的に収益改善するのが急務の課題であります。
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淡路島が中心になりますが、我々が展開する淡路島の北半分には宿泊施設はそう多くはありません。
来年にはホテルを建てる予定です。今夏からは地元の旅館施設を買収しましたので、
宿泊需要をしっかりと取り込んでいきたいと思っています。
インバウンドについては、この分野でもDXを強化していかなければならないと考えています。専門部署も設置
いたしまして、顧客データベースをはじめ、ありとあらゆるマーケティングの展開をしているところです。インバウンド
の誘致にあたっては、海外インフルエンサーの囲い込み、誘致等にも、広報とも連携しながら注力しております。
そして、法人顧客のニーズもあります。研修や地方創生に関するもので、法人でご利用いただくこともかなり
増えており、法人顧客への事業展開もさらに進めていきます。
私も、これまで観光産業をこのグループでやったことがありますが、基本的に団体客というのは個人や近隣の
方々とはまた違うものがありますので、団体客をコンスタントに送客する体制を築いていく。
現在も取り組んでいますが、どんどん充実させていく予定でございます。
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注力領域 01 











注力領域 02
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注力領域 03

➁

事業価値最大化のためにブランディング戦略をきちんと行っていきたいと思います。
キーワードは文化、芸術、食、農業等々です。昨日は、日経新聞にも大きく取り上げていただきましたが、
“農ある社会” の「燦燦Villa」という施設をオープンしました。昨日のオープニングセレモニーで
マスコミの方々や、多くの方々にお越しいただきましたが、農業関連も含めてやっていきます。
ブランディング戦略においては、今回の大阪・関西万博はかなり効果があったと認識しております。
単純なPR効果は、先ほど試算したものでありますが、相当数の国内外のVIPにもお越しいただいております。
オランダ国王、イタリア副首相、各国大使、サウジアラビアの王子など、グローバルな方々のほかにも、
国内大企業の幹部の方に続々と毎日お越しいただいております。今後の営業拡大、事業連携でもかなり
良い効果が出ていると認識しております。また、パソナというと人材ビジネスのイメージが強いですが、
パソナグループの多岐にわたる事業展開、そしてNATUREVERSE、ウェルビーイング関連で、
今後我々が注力するメッセージもかなり送れているのではないかと認識しております。

17



© 2025 Pasona Group Inc. AII rights reserved.

  
  

➁

地方創生・観光ソリューションでは、交通面のインフラも含めて整備していますが、インバウンドに関しては
全国で取り合いです。
私たちのニジゲンノモリというアニメのテーマパークでも、インバウンドはかなり増えていますが、まだまだだと私は
思っております。燦燦Villaというのは農業体験を含む体験型の事業ですが、体験型のメニューも増やして、
様々な効果的なカスタマージャーニーを実現してまいりたいと思います。
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ここで申し上げる新産業は、「NATUREVERSE」の実現に向けたウェルビーイングに関するもので、
主に3つです。
1つ目は既存事業を深化させるウェルビーイング。健康経営支援をはじめとするBPOソリューション、
ライフソリューションの領域拡大と、地方創生・観光ソリューションでのウェルネスリゾート等の展開。
2つ目は、世界の知から創造するウェルビーイング。世界トップレベルの大学、国際機関とのパートナーシップ契約。
新たなイノベーションを創造するグローバル人材の誘致。万博を通じて築いたグローバルネットワーク、
これらを活かしてまいりたいと思います。
そして3つ目は、オープンイノベーションから創造するウェルビーイング。ウェルビーイングの実現に向けて、
優れた技術を持つベンチャー企業への投資、事業連携を図ってまいります。
これまでも少しずつやっておりますが、今後ますます加速させていきたいと考えております。
ウェルビーイングの定義は、こころの健康、からだの健康、社会の健康で、我々は社会の健康を絆と
読み替えています。様々な情報によるとアメリカでの市場規模は数百兆円レベルにもなるということなので、
この非常に幅広いウェルビーイング産業において我々ができる領域はそれなりにあるかと思います。
そこをしっかりと掘り下げていくことが我々にとって重要な課題であると認識しております。
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こちらにありますウェルネスリゾートなどを拡充してまいります。
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Well-being

➂

また、ウェルネスレジデンス、ホテルのオープンを来年予定しており、ただのラグジュアリーのホテルというわけで
はなく、ウェルネスということを前に出していきたいと考えております。
これをいかに収益化させるかが重要な課題であります。
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先ほど申し上げた2つ目の、世界の知から創造するウェルビーイングについては、世界の錚々たる大学と
MOU（Memorandum of Understanding）を結んでおり、グループのグローバル展開にも今後
生かしてまいります。現在のグループのグローバル事業の規模からすると、海外ではまだまだやれること、
拡大の余地は相当あると思っていますので、力を入れなければいけないと認識しております。
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続きましてベンチャー投資です。すでに純投資も行っております。
基本的には我々の事業とシナジーが出るようなもの、DXに関わっているところが多くあります。
例えばアバターや、3Dでひび割れ検知を行うもの、医療系など様々です。またAIのスタートアップ企業とも連携を
深めております。このAIの領域は色んな意味で外せません。社内でどう取り入れるかはもちろんのことですが、
我々のサービスといかに結びつけるか、企業の方々にご案内する事業もありますので、AIとの連携を通らずして
我々は明日はないと思っています。
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DXの強化ということで、デジタル人材の育成、デジタル基盤の最適化、デジタルサービスの推進。
ここも重要な部分ですので、COOの中尾、CIOの河野を含めて、全社的な課題として
注力してまいる所存です。
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デジタル人材育成プログラムの受講者数は1万2,461人に達しています。
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デジタル人材は引っ張りだこで、なかなか確保しづらい人材でもありますが、デジタル基盤を刷新し、
基幹システムもしっかりと強化しないといけません。ここも急務の課題です。効率化とスピードアップは
欠かせませんが、費用対効果も大事なので、効果測定を行うことも非常に重要であると考えております。
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最後に、キャッシュアロケーションです。ベネフィット・ワンの株式を売却いたしました。これにより、売却益の
1,120億円をいかに振り向けるか、投資家の方々からもよくご質問をいただいています。
成⾧投資については、先ほど申し上げた基幹システムやホテルのプロジェクト、それから新規事業、
ベンチャー支援、M&Aです。M&Aについては、相当幅広いジャンルで、BPOからウェルビーイングに関する
もの、そしてグローバル、このあたりまで幅広く模索をしてターゲットを定めているところです。
そして経営基盤の強化です。こちらは人的資本投資、DX投資、ブランディングを行ってまいります。
株主還元については、特別配当、自己株式の取得、そして先ほど申し上げました累進配当を導入します。
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累進配当を行うためには、当然それだけの売上、そして利益を確保しなければいけません。
そのために、不退転の決意で臨みたいと考えておりますし、かなり細かく関係会社や施設ごとのPLの状況と
コストコントロール等々を行い、株主還元をきちんと実行できるようにしてまいりたいと考えております。

以上でございます。
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